
霧ケ峰移動教室 

                                    ５年担任 

 ９月２０日～２２日に霧ヶ峰移動教室が行われました。当日の朝まで台風が接近しており、出発が危ぶまれま

したが、保護者の方や教職員に見送られて無事に出発することができました。 

初日は鷹山ファミリー牧場へ。気温１１度と予想以上に寒い中でしたが、野菜を運ぶためのトラクターの荷台

に乗って歓声を上げたり、牛乳の入った容器をひたすら振り続けてバター作りをしたりしました。夜はキャンプ

ファイヤーをしました。火の神から与えられた４つの火が燃え盛る中、歌やゲームで楽しみました。 

２日目、まずはリフトに乗って車山の山頂を目指しました。雲や霧がかかりやすい 

霧ケ峰の天候ですが、運よく富士山やアルプス連峰、ふもとの町を眺めることができま 

した。午後は八島湿原へ行き、ハイキングをしました。小雨がぱらつくこともありま 

したが、湿原の植物を目にしながら、みんな元気に歩ききりました。 

 

最終日、立岩和紙の里で絵葉書作りに挑戦しました。木枠に和紙の原料となる楮

（こうぞ）の入った液体を流し入れ、色の付いた和紙で思い思いの絵や模様を描きま

した。 

５年生の子供たちにとって初めての宿泊学習。挨拶をすることや時間を守ることの

大切さ、自然の素晴らしさなど多くを学ぶことができた３日間となりました。 

金竜だより 

もうすぐ音楽会 

副校長  田中 路子 

2学期に入ってから 1か月が経ち、金竜の里から聞こえる虫の鳴き声や木々の色付きに、秋を感じる季節になってき

ました。校内では、さまざまな教室から歌や合奏の練習が聴こえ始め、音楽会に向けて取り組んでいる様子が伝わって

きます。１年生の教室からは元気のいい歌声が、かたばみ学級からは楽しそうな合奏が、そして体育室からは各学年の

演奏練習が聴こえてきて、子供たちの頑張りを身近に感じる機会が増えました。 

今年の音楽会のテーマは、「心に残る音楽を ～ひびけ一人一人の音色（メロディー）～」です。これから子供たち

は、友達の歌声や演奏の音を聴きながら自分の音を合わせ、みんなで一つの音楽を作れるように練習に取り組んでいき

ます。練習が進むとそれぞれの担当決めがあり、もしかしたら「この楽器の担当になりたかったのに」「あの部分が演

奏したかったのに」という思いをすることがあるかもしれません。このように、例え自分が一番やりたかったことや思

い描いたこととは違うことが起こったとしても、みんなで一つの音楽を奏でるためには、みんなで協力することが大切

だということを学ぶ機会にしてほしいと思います。子供たち一人一人が全力で頑張り、最後に「頑張った！」「楽しか

った！」「やりきった！」という思いが残るよう、子供たちの周りにいる大人の一人として支えていきたいと思います。

音楽会では誰もが主役。一人一人の演奏が全員の音楽として響き渡り、皆さんの心に残る音楽が奏でられるようご家庭

でも励ましのお声かけをお願いいたします。 

当日は、新型コロナウイルス感染症対策のため、各学年入れ替え制で行います。お子さんのいる学年のみの鑑賞にな

りますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

９月８日（木）から始まった個人面談では、日程調整にご協力の上、ご来校いただきましてありがとうございました。

限られた時間の中でしたが、子供たちの夏休みの様子や2学期に頑張ろうとしていることなどの共通理解を図る貴重な

時間となりました。このところ学校の日々の様子をご覧いただく機会が減っていますが、何かありましたらいつでもお

声かけください。 
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